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〈概要〉	
 

	
 本研究は、キャリア教育の視点を取り入れた

産業教育として、建設業を取り上げ、河川工事

を題材にした授業を開発・実践することで、児

童の建設業という産業についての理解を高める

ことを目的とした研究である。 
	
 

第 1 章では、キャリア教育が誕生した経緯と

現状を行った。その上で、キャリア教育的な視

点を産業教育の内容に取り入れる必要性と題材

とする産業として建設業を扱う意義を論じた。

そして建設業を題材として扱った授業実践を取

り上げ、考察を行った。	
 

第 2 章では、第 2 章では、研究の目的、方法

を述べた。本研究により作成した 1 時間の授業

を 1 つの単元構成として実践した。各授業の児

童の実際の様子、児童によるアンケート記述を

中心として取り上げることで、授業の考察を行

い、研究の目的を明らかにする。	
 

第 3 章では、授業の開発について述べた。児

童の実態に合わせた授業教材の活用やテーマ設

定における視点を述べた。	
 

本研究では、先行実践「千葉県の建設業の仕

事〜建設の現場をのぞいてみよう！〜」を基に、	
 

現在の河川工事の仕事を通して、建設業とい

う産業についての理解を高めることができる授

業開発を行った。	
 

第 4 章では、本研究の目的に合わせた形式で

授業の実際と考察を論じた。	
 

第 5 章では、研究の成果と今後の課題を述べた。

本研究では 2 点の成果が明らかになった。1 点
目はキャリア教育の視点を取り入れた産業学習

を、河川工事を題材とした授業として実践する

ことで、児童一人一人の勤労観・職業観を育て

ることにつながる学習ができたということであ

る。2 点目は、既存の学習単元の発展学習とし
て、以前に学習した染谷源右衛門の導入から、

「現在の川はどうだろうか」と問い、現在の河

川工事の仕事内容の理解をしていくことは、児

童の思考に適しているという点である。一方、

考察した内容などを改善した上で授業を再度行

う必要性や、実践を多く行い、より多くのデー

タを基に本実践の検討をしていく必要であるこ

とも、提言した。	
 

 
 


